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 この報告書はアメリカのプリンストン大学の教授らが主体となって作成した報告書で、

アメリカが2050年までに温室効果ガスの排出を実質ゼロにするために何が必要なのかの指

標を示すために書かれたものである。アメリカにおいて、2050 年までに二酸化炭素の実質

排出量ゼロである「ネットゼロアメリカ」へ移行するために、2020 年の今から何をすべき

か、どのような方策や行動をとればネットゼロが 2050 年に実現可能なのかについて具体的

に説明をしたものである。 

 6 つの柱が示されており、それぞれの柱に 2020 年の現状や今後取るべき対策、そしてそ

れにより 2050 年に想定される状況についての説明がある。 

 6 つの柱の概略を下記に示す。ネットゼロ実現方策のうち、大規模インフラストラクチャ

ーを用いるものとしては、「第 4 の柱」に、CO2 貯蔵施設とそれに接続する CO2 輸送パイ

プラインの建設が提案されている。 

 

【エグゼクティブサマリー】 

2020 年から 2050 年の間に、エネルギー関係の雇用については、全米において 50 万から

100 万人の雇用増加が見込まれる。一つの州で減少する以外は、すべての州で 2050 年まで

にエネルギー関係の雇用が増加する見込みである。 

大気汚染については、2020 年から対策を始めることにより、20 万人から 30 万人の大気

汚染を原因とした死亡を防ぐことが出来ると予測されている。これにより 2 兆ドルから 3

兆ドルの損失を防ぐことが出来るとしている。 
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4 

年までに建設予定の二酸化炭素貯蔵施設 
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ある二酸化炭素輸送のためのパイプラインを段階的に延長し、最終的に

二酸化炭素輸送のパイプラインネットワークの

パイプラインネットワークに接続する支線のパイプライン建設が求められる

のパイプラインネットワーク
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 (多くはガルフコーストに建設予定
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二酸化炭素輸送のパイプラインネットワークの

パイプラインネットワークに接続する支線のパイプライン建設が求められる

のパイプラインネットワーク

 

多くはガルフコーストに建設予定

ある二酸化炭素輸送のためのパイプラインを段階的に延長し、最終的に

二酸化炭素輸送のパイプラインネットワークの

パイプラインネットワークに接続する支線のパイプライン建設が求められる

のパイプラインネットワーク 

 

多くはガルフコーストに建設予定

ある二酸化炭素輸送のためのパイプラインを段階的に延長し、最終的に 2050

二酸化炭素輸送のパイプラインネットワークの建設が求めら

パイプラインネットワークに接続する支線のパイプライン建設が求められる

 

多くはガルフコーストに建設予定) 

2050 年に

が求めら

パイプラインネットワークに接続する支線のパイプライン建設が求められる 
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第 5 の柱：

 現在メタンと亜酸化窒素の排出が二酸化炭素以外で

来的に割合が増えると言われている

 米国環境保護庁

80

さらに減少

 

第 6 の柱：

 排出された二酸化炭素を大地や森

非常に重要

 アメリカの大地に、

 農業に対する支援と大地の環境保護により

農業により

 

 

2050 年までの建設が提案されている

出典：NET-ZERO AMERICA(2020)

 

の柱：二酸化炭素以外の排出量の削減

現在メタンと亜酸化窒素の排出が二酸化炭素以外で

来的に割合が増えると言われている

米国環境保護庁

80％排出量が減少するとして

さらに減少する

 

の柱：大地への吸収の強化

排出された二酸化炭素を大地や森

非常に重要 

アメリカの大地に、

農業に対する支援と大地の環境保護により

農業により

 

までの建設が提案されている
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二酸化炭素以外の排出量の削減

現在メタンと亜酸化窒素の排出が二酸化炭素以外で

来的に割合が増えると言われている

米国環境保護庁(EPA)が行った予測によると、

％排出量が減少するとして

する 

大地への吸収の強化

排出された二酸化炭素を大地や森

 

アメリカの大地に、現在

農業に対する支援と大地の環境保護により

農業により 2 億トン、森林により

までの建設が提案されている
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二酸化炭素以外の排出量の削減

現在メタンと亜酸化窒素の排出が二酸化炭素以外で

来的に割合が増えると言われている

が行った予測によると、

％排出量が減少するとしており、ネットゼロの場合は化石燃料の利用がないので、

大地への吸収の強化 

排出された二酸化炭素を大地や森林が吸収し、それを相殺して実質ゼロとする働きは

現在年間 7 億トンの二酸化炭素が吸収されている

農業に対する支援と大地の環境保護により

森林により 5

5 

までの建設が提案されている二酸化炭素
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来的に割合が増えると言われている 

が行った予測によると、

おり、ネットゼロの場合は化石燃料の利用がないので、

林が吸収し、それを相殺して実質ゼロとする働きは

トンの二酸化炭素が吸収されている

農業に対する支援と大地の環境保護により、2050

5～15 億トン吸収する

 

二酸化炭素輸送のパイプラインネットワーク

現在メタンと亜酸化窒素の排出が二酸化炭素以外では大部分を占めており、これは将

が行った予測によると、2050 年までに化石燃料の利用は

おり、ネットゼロの場合は化石燃料の利用がないので、

林が吸収し、それを相殺して実質ゼロとする働きは

トンの二酸化炭素が吸収されている

2050 年までに

トン吸収することが可能

パイプラインネットワーク

は大部分を占めており、これは将

年までに化石燃料の利用は

おり、ネットゼロの場合は化石燃料の利用がないので、

林が吸収し、それを相殺して実質ゼロとする働きは

トンの二酸化炭素が吸収されている

年までに排出される二酸化炭素を、

ことが可能であると予測

パイプラインネットワーク

は大部分を占めており、これは将

年までに化石燃料の利用は 70

おり、ネットゼロの場合は化石燃料の利用がないので、

林が吸収し、それを相殺して実質ゼロとする働きは

トンの二酸化炭素が吸収されていると予測 

排出される二酸化炭素を、

であると予測

 

パイプラインネットワーク 

は大部分を占めており、これは将

70％～

おり、ネットゼロの場合は化石燃料の利用がないので、

林が吸収し、それを相殺して実質ゼロとする働きは

排出される二酸化炭素を、

であると予測 
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